
第３２回全国優良ツキ板展示大会開催概要 

１．名称 

第３２回 全国優良ツキ板展示大会 

（静岡県家具工業組合主催「シズオカ【KAGU】メッセ 2011＜第５９回＞」と同時開催） 

２ 目的 

環境・健康にやさしい貴重な木材資源を最大限有効に利用する加工技術の向上を 

期するとともに諸分野への木材利用の促進を図り、もって木材産業の発展に寄与す 

ることを目的とする。 

３．会期及び会場 

会期:平成２３年６月７日(火)～９日(木) 

会場:ツインメッセ静岡 南館及び北館４階レセプションホール 

静岡市駿河区曲金３丁目１番１０号 

４．主催及び実行団体 

主催 : 全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会 

〒１０５－０００３ 東京都港区西新橋２丁目１３番７号 

ＴＥＬ０３－３５０１－４０２１ ＦＡＸ０３－３５０１－４０２３ 

実行団体：静岡ツキ板協同組合 

〒４２０－００２９ 静岡県静岡市葵区研屋町２１番地２０１号 

ＴＥＬ０５４－２７３－３７３２ ＦＡＸ０５４－２７３－３７３４ 

５．後 援 

林 野 庁、関東森林管理局、静 岡 県、静 岡 市、(社)日本木材加工技術協会 

(社)全国木材組合連合会、全国銘木連合会、(社)日本家具産業振興会、日本フロ 

ーリング工業会、日本複合床板工業会、日本集成材工業協同組合、(財)日本木材 

総合情報センター、静岡新聞社、静岡放送 

６．実施事項とその概要 

(1) 優良ツキ板展示大会 

① 実施期間 平成２３年６月７日(火) ８時３０分～９日(木)１６時００分 

展示： 平成２３年６月７日(火) ８時３０分～９日(木)１２時００分 

審査： ６月７日(火)１３時００分～１５時３０分 

表彰： ６月９日(木)１１時１５分～１２時００分 

入札： ６月９日(木)１２時３０分～１６時００分 

② 実施会場 

展 示 ツインメッセ静岡 南館



入 札 ツインメッセ静岡 北館 ４階レセプションホール 

表彰式 ツインメッセ静岡 北館 ４階レセプションホール 

③ 出品数量 

内外天然銘木ツキ板 １０００点程度 

④ 出品業者 

ツキ板関連業者 ２５社程度 

⑤ 審査 

次の審査委員により、出品製品について木理、加工技術、商品価値等を評価 

する。 

・東京農業大学教授 小林 純 （審査委員長） 

・静岡大学教授 滝 欽二 

・(社)日本木材加工技術協会会長 富田 文一郎 

・(財)日本合板検査会理事長 玉田 恭三 

・日本集成材工業協同組合顧問 細田 安治 

・静岡県家具工業組合理事長 石田 裕之 

⑥ 表彰（賞の種類） 

審査の結果に基づき次の賞を授与する。 

・農林水産大臣賞 

・林野庁長官賞 

・関東森林管理局長賞 

・静岡県知事賞 

・静岡市長賞 

・(社)日本木材加工技術協会会長賞 

・全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会会長賞 

(2) 天然主義（Realism）大賞Ⅲ－ツキ板ならベリーウッドな空間が可能です！－ 

① 実施期間 

平成２３年６月７日(火)９時００分～８日(水)１７時００分 

② 実施会場 

展 示 ツインメッセ静岡 南館 

表彰式 ツインメッセ北館 ４階レセプションホール 

③ 出品数量 

約 ４５点 

④ 審 査



新たな樹種、これから広めたい樹種、昔流行した樹種を用いた新しいツキ板 

の使い方（有効利用）を考えた天然木化粧合板について、優良ツキ板展示大会 

の審査委員と来場者により審査する。 

⑤ 表彰 

ア 賞の種類 

審査委員の投票の結果、次の賞を授与する。 

・天然主義大賞 最優秀賞 

・天然主義大賞 優秀賞 

・天然主義大賞 入賞 

(3) 各協同組合、ツキ板関連業界等による展示・販売コーナー 

① 実施期間 

平成２３年６月７日(火)９時００分 ～ ９日(木)１２時００分 

② 実施会場 

ツインメッセ静岡 南館 

③ 実施内容 

当連合会傘下の各協同組合、企業、木材関連企業(団体)、住宅関連企業(団 

体)、デザイナー関係企業、学校、その他当展示大会への協賛企業(団体)が各 

種普及のための展示及び販売を行うコーナー(ブース)を設置する。 

(4) ツキ板探求ツアー 

① 実施期間 

平成２３年６月７日(火)９時００分～９日(木)１２時００分 

② 実施会場 

ツインメッセ静岡 南館 

③ 実施内容 

シズオカ［ＫＡＧＵ］メッセ２０１１来場者へのツキ板・ツキ板製品の普及 

活動を行うことを目的として、「ツキ板の出来るまで」等の展示を行う。 

大 会 ス ロ ー ガ ン 

一 環境と健康にやさしい木材の良さを訴え、需要の拡大に努めよう。 

一 違法伐採対策に取り組み、合法木材の供給を推進しよう。 

一 適正な表示を行い、信頼性の向上に努めよう。


